
2

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
収
集
・

浄
化
槽
清
掃
の
お
知
ら
せ

◆
ご
み
の
収
集

【
燃
え
る
ご
み
】

【
燃
え
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

資
源
ご
み
】

※
平
成
25
年
度
版
「
ゴ
ミ
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
予
定
表

ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。
１
月
１

日
～
３
日
の
振
替
収
集
日
は
、
同

紙
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
は
、
収
集
日
の
朝
８
時
30

分
ま
で
に
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ご
み
処
理
場
へ
の
直
接
搬
入

年
末
の
最
終
受
付
は
、
12
月
30

日
㊊
16
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

年
末
の
ご
み
の
搬
入
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
生
ご
み
以
外
は

で
き
る
だ
け
こ
の
時
期
を
避
け
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
を
募
集

平
常
時
に
お
い
て
は
、
地
域
防

災
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
い
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て

は
、
地
域
に
密
着
し
た
自
主
防
災

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
協
力
を
得
て
、
各
組
織
を
取

り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
他
の
組

織
や
行
政
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
役
を
担
う
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

１
．
開
催
日
時

平
成
26
年
２
月
７
日
㊎
～
９
日
㊐

（
全
３
日
間
受
講
必
須
）

９
時
～
16
時

２
．
開
催
場
所

市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

３
．
募
集
対
象

①
自
主
防
災
組
織
、
災
害
・
防
災

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
各
団
体
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
方

②
防
災
に
関
心
が
あ
り
、
学
ぶ
意

欲
が
あ
り
、
地
域
で
の
防
災
啓

発
活
動
等
を
希
望
す
る
方

③
今
後
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
希
望
す
る
方

④
市
内
在
住
の
方

※
過
去
に
千
葉
県
な
ど
に
よ
る
本

講
座
を
受
講
し
た
方
は
再
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

４
．
募
集
人
員

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

５
．
費
用

無
料

※
交
通
費
、昼
食
代（
各
自
で
用
意
）

は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

６
．
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
職
業
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
所
有
者
の
み
）
を
任
意
の
様

式
で
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

７
．
申
込
期
限

平
成
26
年
１
月
24
日
㊎
必
着

お
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
総
務
課
防
災
対
策
室
（
４
階
）

茂
原
市
道
表
１
番
地

☎
⒇
１
５
１
９
、Ｆ
⒇
１
６
０
２
へ
。

Ｍsoum
u@
city.m

obara.chiba.jp

確
定
申
告
で
「
医
療
費
控

除
」
を
予
定
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
の
方
へ

〜「
医
療
費
控
除
」
を

申
告
す
る
前
に
〜

国
民
健
康
保
険
の
方
の
場
合
、

高
額
療
養
費
の
支
給
を
申
請
す
る

際
に
は
領
収
書
の
原
本
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
申
請
時
期
が
確

定
申
告
と
重
な
り
、
高
額
療
養
費

を
申
請
す
る
前
に
領
収
書
の
原
本

を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
ま
す

と
、
高
額
療
養
費
を
申
請
す
る
際

に
は
領
収
書
の
替
わ
り
と
し
て
支

払
証
明
書
（
有
料
）
を
病
院
か
ら

取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
る
上
に
、

提
出
し
た
確
定
申
告
も
訂
正
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

高
額
療
養
費
の
支
給
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を
行
う

前
に
、
あ
ら
か
じ
め
領
収
書
の
原

本
を
市
国
保
年
金
課
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
高
額
療
養
費
支
給
予

定
額
を
領
収
書
に
記
載
し
ま
す
。

ま
た
、
自
己
負
担
限
度
額
等
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

おめでとうございます 秋の叙勲・褒章・表彰
☆
瑞
宝
小
綬
章

昭
和
42
年
５
月
に
茂
原
市
消
防
本
部
に
入

署
以
来
、
平
成
14
年
３
月
ま
で
35
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
消
防
団
の
訓
練
や
防
災
活
動
な
ど
の
業

務
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
小
出
さ
ん
。

「
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
消
防
団
の
皆
さ

ん
や
関
係
各
位
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
地
域
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

小こ
い
で出

　
篤あ

つ
の
り則

さ
ん

元
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
正
監�

（
72
歳
・
綱
島
）

☆
旭
日
双
光
章

昭
和
56
年
か
ら
茂
原
市
議
会
議
員
と
し

て
４
期
16
年
、
副
議
長
を
務
め
る
な
ど
市

勢
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
第

一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
大
変
光
栄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
員

活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
在
任
期
間
以
上
の

恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
こ
れ
か

ら
も
地
元
貢
献
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大お
お
は
ら原

　
　
亘わ

た
る

さ
ん

元
茂
原
市
議
会
議
員

（
75
歳
・
緑
町
）

☆
瑞
宝
単
光
章

武た
け

井い

　
英ひ

で

雄お

さ
ん

元
財
務
技
官
（
65
歳
・
粟
生
野
）

◆
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰

☆
健
康
福
祉
功
労

石い
し

井い　

定や
す
よ
し良
さ
ん
（
89
歳
・
本
小
轡
）

（
一
財
）
千
葉
県
遺
族
会
副
会
長
、
茂
原
市
遺
族
会
会
長
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長
年
の
功
労
と
輝
か
し
い
功
績
を
た
た
え
る
、「
秋
の
叙
勲
・
褒

章
」、「
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰
」
の
発
表
が
こ
の
ほ
ど
行

わ
れ
、
市
内
か
ら
４
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。


